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● もくじ ●

～第127回　小坂小学校卒業式～
　３月17日、小坂小学校の体育館において、第127回卒業証書授与式が挙行され、卒業生29人
が和田校長から卒業証書を授与されました。
　和田校長は、式辞で「小学校を卒業するのを機に、家族に改めてありがとうの気持ちを伝えて
ほしい」と述べました。
　また、卒業生と在校生の「呼びかけ」では、終盤に「先生が担任でよかった、２年間ありがと
うございました」と、卒業生たちが担任の先生へ感謝のサプライズ演出をするなど、感謝と感動
に包まれた卒業式になりました。

思い出と夢、胸に
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会　　計　　名

国民健康保険

後期高齢者医療

介　護　保　険

　保険事業勘定

　介護サービス事業勘定

歯 科 診 療 所

中小企業従業員退職金等共済事業

菅原ヤヱ奨学資金

文　化　基　金

下 水 道 事 業

小 坂 財 産 区

合　計

平成30年度予算額

6億1,130万円

7,627万円

7億7,082万円

7億6,582万円

500万円

6,319万円

609万円

300万円

123万円

3億1,576万円

175万円

18億4,941万円

平成29年度予算額

7億7,516万円

8,095万円

7億6,885万円

7億6,385万円

500万円

6,138万円

874万円

240万円

100万円

2億9,831万円

176万円

19億9,855万円

増減率　

△21.1%

△5.8%

0.3%

0.3%

0.0%

2.9%

△30.3%

25.0%

23.0%

5.8%

△0.6%

△7.5%

会　　計　　名

（収益的収入）

（収益的支出）

（資本的収入）

（資本的支出）

平成30年度予算額

2億5,809万円

2億4,478万円

5,066万円

1億8,733万円

平成29年度予算額

2億7,247万円

2億6,499万円

1億9,622万円

3億3,453万円

増減率　

△5.3%

△7.6%

△74.2%

△44.0%

会　　計　　名

一 　 般 　 会 　 計

歯科診療所特別会計

下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

合　計

平成30年度末　

48億4,666万円

1,270万円

15億1,871万円

25億7,236万円

89億5,043万円

平成29年度末　

50億5,612万円

1,270万円

15億2,636万円

26億7,254万円

92億6,772万円

依存財源
68.5％

地方交付税
17億円

町税
6億1,678万円

町債  
3億970万円

（44.0％）

（15.9％）

（8.0％）（7.0％）

県支出金
1億8,047万円

地方譲与税など
1億8,710万円

財産収入など
（分担金及び負担金､
  繰越金､諸収入）
2億611万円

使用料及び手数料
5,277万円（1.4％）

繰入金
3億4,505万円

国庫支出金
2億7,102万円

※合計と内訳の計は一致しないことがある。

自主財源
31.5％（8.9％）

（5.3％）

（4.8％）

（4.7％）
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目的別内訳

総務費
5億1,713万円

議会費
7,034万円（1.8％）

（13.4％）
教育費
4億603万円

（11.3％）

公債費
5億5,270万円
（14.3％）

民生費
8億9,717万円
（23.2％）

（9.6％）（6.3％）（3.5％）

（5.1％）

（10.5％）

農林水産業費
1億3,604万円

労働費
3,401万円
（0.9％）

災害復旧費1千円（0.0％）
諸支出金1千円（0.0％）
予備費500万円（0.1％）

土木費
4億3,867万円

福祉扶助（敬老祝金､福祉タクシーほか）　…
子ども安心医療扶助（高校生まで医療費無料）
すこやか育児手当（第３子以降月５千円など）
児童手当　……………………………………
予防接種・各種健診ほか　…………………
かづの厚生病院支援（医師確保対策など）…

国際交流推進　…………………………………
学校生活サポート（特別教育支援員）配置　…
通学バス運行　…………………………………
学校給食費助成　………………………………
学校教材費助成　………………………………
奨学資金貸付　…………………………………
菅原ヤヱ奨学資金貸付　………………………
放課後子ども教室　……………………………
交流センター整備（多目的トイレ・ロビー・
和室・調理室等改修）　………………………

水田利活用向上支援事業　……………………
農地維持･資源向上活動支援（９地区）　…
グリーンツーリズム推進（ワイナリー）　…
中小企業振興（施設整備費補助等）　………
十和田湖観光振興　…………………………
外国人観光客誘客推進　………………………

バイオマスタウン推進（菜種買取等）　………

町営バス運行（川上地区）　……………………
交通安全・防犯対策　………………………
鹿角広域行政組合負担金（ごみ･し尿･斎場
及び消防･救急業務等の事業負担）　……
道路橋りょう改良整備　…………………
テレビ共同受信施設接続補助（十和田湖地区）
災害対策（Ｊアラート更新等）　………………
消防ポンプ自動車更新（消防団濁川班）　…
下水道施設整備　…………………………

「議会だより　こさか」の発行　………………
「広報こさか」の発行（月１回）　………………
みんなの地域づくり事業補助　………………

507万円
663万円
213万円

5,952万円
2,807万円
1,163万円

560万円
894万円
993万円
725万円
422万円
768万円
300万円
782万円

5,616万円

285万円
2,115万円
2,341万円
6,466万円
1,882万円
475万円

250万円

685万円
1,047万円

2億5,840万円
1億5,651万円
2,424万円
759万円

2,183万円
1億7,131万円

49万円
245万円
90万円

町民一人あたりでみると・・
人口：5,216人（平成30年３月１日現在）

商工費

一人あたり

商工会・中小企業の支援、観光の
振興のためのお金

議会費

一人あたり

議会の運営のために使うお金

土木費

一人あたり

道路整備、町営住宅管理などに使
うお金

総務費

一人あたり

電算処理・住民窓口・選挙など町
の事務に使うお金

消防費

一人あたり

消防や救急業務のために使うお金
民生費

一人あたり

高齢者・障がい者・児童など福祉
の事務に使うお金

教育費

一人あたり

小中学校・公民館・体育施設運営
に使うお金

衛生費

一人あたり

検診・ごみ処理などに使うお金

公債費

一人あたり

町の借金返済のお金
労働費

一人あたり

地域の雇用を守るために使うお金

農林水産業費

一人あたり

農業振興などに使うお金

商工費
2億4,307万円

衛生費
3億7,195万円

消防費
1億9,689万円
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▼
大
館
圏
域
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
締
結
式
に
つ
い
て

　

昨
年
の
12
月
定
例
議
会
に
お
い

て
、
大
館
市
と
の
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
議
決
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
同
月
21
日

に
大
館
市
役
所
に
て
、
「
大
館
圏

域
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
の
締

結
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
館
市
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
住

民
の
通
勤
通
学
の
ほ
か
、
生
活
機

能
面
な
ど
で
も
深
い
つ
な
が
り
が

あ
り
、
最
近
で
は
「
秋
田
犬
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
な
ど
で
展
開
し
て
い
る

広
域
観
光
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

今
回
の
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、

よ
り
魅
力
あ
る
地
域
を
形
成
し
、

圏
域
全
体
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
両
市
町
の
一
層
の
発
展

に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

▼
平
成
30
年
産
米
の
「
生
産
の
目

安
」
に
つ
い
て

　

秋
田
県
で
は
、
米
の
需
要
や
在

庫
な
ど
国
の
統
計
等
を
参
考
に
、

独
自
の
目
標
値
を
定
め
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
こ
の
目
標

値
を
参
考
に
、
鹿
角
地
域
農
業
再

生
協
議
会
を
通
じ
て
、
Ｊ
Ａ
や
主

食
集
荷
業
者
に
目
安
数
量
を
定
め

て
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
の
平
成
30
年
産
米
の
生
産

の
目
安
と
し
て
は
、
平
成
29
年
産

米
に
比
べ
て
、
約
１
％
多
い
１
，

２
６
４
ト
ン
と
な
り
ま
す
。

　

需
要
に
応
じ
た
主
食
用
米
の
生

産
を
進
め
つ
つ
、
食
料
自
給
率
・

自
給
力
の
向
上
に
資
す
る
飼
料
用

米
・
大
豆
な
ど
戦
略
作
物
の
本
格

化
や
地
域
の
特
色
あ
る
魅
力
的
な

産
品
の
産
地
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援
し
、
今
後
の
計
画

的
な
営
農
に
つ
な
が
る
よ
う
周
知

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

▼
小
坂
町
史
編
さ
ん
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

　

現
在
の
『
小
坂
町
史
』
は
、
新

町
制
施
行
20
周
年
を
記
念
し
て
昭

和
50
年
10
月
に
刊
行
さ
れ
た
も
の

で
、
短
期
間
で
ま
と
め
あ
げ
た
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
記
述
内
容
も
豊

富
で
あ
り
、
特
に
町
内
の
諸
鉱
山

の
歴
史
や
現
況
を
ま
と
め
た
鉱
山

編
の
価
値
は
、
今
な
お
高
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
の
小
坂
町
は
、
一
郡
一

町
の
町
と
し
て
、
高
速
交
通
網
の

整
備
、
近
代
化
産
業
遺
産
の
保
存

活
用
と
「
明
治
百
年
通
り
」
の
町

並
み
整
備
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
へ

の
取
り
組
み
、
生
活
・
福
祉
政
策

の
充
実
、
小
中
一
貫
教
育
の
実
現

な
ど
を
通
し
て
、
産
業
の
振
興
と

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
40
数
年
間
の
歩

み
を
振
り
返
り
記
録
す
る
と
と
も

に
、
新
た
な
資
料
の
発
掘
な
ど
に

よ
り
、
町
の
歴
史
の
流
れ
を
再
検

証
す
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
新
町

制
施
行
65
周
年
と
な
る
平
成
32
年

を
目
途
に
、
新
た
な
編
集
に
よ
る

『
小
坂
町
史
』
を
編
さ
ん
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

編
さ
ん
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
５
月
１
日
付
け
で
役
場
内
に

「
町
史
編
さ
ん
室
」
を
設
置
し
、

６
月
に
は
、
学
識
経
験
者
及
び
副

町
長
と
教
育
長
の
11
名
で
組
織
す

る
、
町
史
編
さ
ん
委
員
を
委
嘱
し

て
、
基
本
方
針
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

等
に
つ
い
て
ご
審
議
い
た
だ
き
ま

し
た
。
３
回
目
と
な
っ
た
昨
年
12

月
の
会
議
で
は
、
新
町
史
の
名
称

を
『
新
編　

小
坂
町
史
』
と
す
る

と
と
も
に
、
体
裁
等
の
お
お
ま
か

な
仕
様
と
、自
然
環
境
編
、原
始
・

古
代
・
中
世
編
、
近
世
編
、
近
代

編
、
現
代
編
、
民
俗
編
か
ら
な
る

構
成
や
基
本
的
な
章
立
て
に
つ
い

て
、
決
定
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

ま
た
、
今
年
の
１
月
に
は
、
学

識
経
験
者
や
町
管
理
職
等
13
名
か

ら
な
る
、
町
史
編
さ
ん
協
力
員
を

委
嘱
し
、
各
分
野
の
資
料
調
査
と

原
稿
執
筆
を
依
頼
し
ま
し
た
。
原

稿
執
筆
に
つ
い
て
は
、
町
史
編
さ

ん
委
員
、
協
力
員
、
編
さ
ん
室
職

員
の
分
担
に
よ
り
、
す
で
に
作
業

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
の
広
報
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
し
て
積
極
的
に
情
報
を
発

信
し
、
町
内
外
の
多
く
の
方
々
に

親
し
ま
れ
、
世
代
を
超
え
て
読
ん

で
い
た
だ
け
る
町
史
と
な
る
よ

う
、
新
し
い
視
点
で
の
執
筆
、
編

集
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

▼
平
成
28
年
度
決
算
に
係
る
財
務

書
類
に
つ
い
て

　

我
が
国
の
公
会
計
は
、
す
べ
て

の
収
入
と
支
出
を
計
上
し
た
予
算

を
編
成
し
、
そ
の
執
行
状
況
を
決

算
と
し
て
ま
と
め
、
報
告
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
金
主

義
に
基
づ
い
て
現
金
の
動
き
を
捉

え
た
も
の
で
あ
り
、
予
算
の
執
行

や
現
金
の
収
支
の
把
握
に
は
適
し

て
い
ま
す
が
、
借
金
の
増
加
や
資

産
の
減
少
、
将
来
負
担
の
情
報
が

不
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
企
業
会
計
的
な
手
法

で
財
務
書
類
を
作
成
し
、
自
治
体

全
体
の
財
務
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
公
会
計
改
革
が

進
め
ら
れ
、
全
自
治
体
が
①
賃
借

対
照
表
、
②
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
、
③
資
金
収
支
計
算
書
、
④
純

資
産
変
動
計
算
書
と
い
う
４
種
類

の
表
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

そ
し
て
今
回
、
平
成
28
年
度
決

算
か
ら
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
財

務
書
類
を
作
成
し
た
こ
と
か
ら
、

資
産
を
活
用
す
る
た
め
に
ど
れ
だ

け
の
コ
ス
ト
が
か
け
ら
れ
て
い
る

か
、
地
方
債
を
経
常
的
に
確
保
で

き
る
資
産
で
返
済
し
た
場
合
、
何

年
で
返
済
で
き
る
か
の
返
済
能
力

を
測
る
こ
と
や
、
資
産
明
細
表
を

利
用
し
て
行
政
目
的
別
等
の
資
産

老
朽
化
比
率
を
算
定
す
る
な
ど
、

財
務
書
類
を
活
用
し
、
分
析
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
財
政
状
況

の
特
徴
や
課
題
を
多
面
的
に
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
、
今
ま
で
以
上

に
、
他
団
体
と
比
較
し
て
町
の
位

置
づ
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
第
１
回
町
議
会
が
３
月
７
日
か
ら
16
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、

条
例
制
定
・
補
正
予
算
等
の
40
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。



�

た
ほ
か
、
女
子
リ
レ
ー
で
準
優
勝

す
る
な
ど
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

ま
た
、
１
月
27
日
か
ら
31
日
ま
で

山
形
県
で
開
催
さ
れ
た
「
東
北
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
」に
お
い
て
も
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
女
子
フ
リ
ー

で
澤
田
羽
夏
さ
ん
、
複
合
で
木
村

航
大
さ
ん
が
、
と
も
に
準
優
勝
と

健
闘
し
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
か
ら
は
、
花
輪
ス
キ
ー

場
で
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が

開
催
さ
れ
、
33
年
ぶ
り
に
優
勝
し

た
女
子
リ
レ
ー
秋
田
県
チ
ー
ム
の

ア
ン
カ
ー
と
し
て
、
大
逆
転
を
演

じ
た
澤
田
羽
夏
さ
ん
を
は
じ
め
、

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、複
合
、ジ
ャ

ン
プ
に
５
人
の
選
手
が
出
場
し
、

ど
の
選
手
も
素
晴
ら
し
い
活
躍
を

み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
に
花
輪
ス
キ
ー
場
で

行
わ
れ
た
「
鹿
角
小
学
校
ス
キ
ー

大
会
」
で
は
、
３
年
ぶ
り
に
女
子

リ
レ
ー
で
小
坂
小
学
校
が
優
勝
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
か
ら
新

設
さ
れ
た
４
年
生
の
部
２
㎞
ク
ラ

シ
カ
ル
で
澤
田
大
芽
さ
ん
、
６
年

女
子
３
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で
金
丸
典

加
さ
ん
、
５
年
男
子
大
回
転
で
熊

谷
光
輝
さ
ん
、
６
年
女
子
大
回
転

で
佐
々
木
紅
葉
さ
ん
が
優
勝
す
る

な
ど
、
多
数
の
入
賞
者
が
出
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
小
坂
町
の
児
童

生
徒
の
活
躍
が
目
立
っ
た
ス
キ
ー

競
技
で
す
が
、
年
々
競
技
人
口
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
の

中
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

競
技
の
底
辺
を
拡
大
す
る
試
み
と

し
て
、
12
月
24
日
に
「
第
６
回
Ｋ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
ア
カ
シ
ア
ス
プ
リ
ン

ト
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
町
内
の
多
く
の
企
業
か

ら
協
賛
を
い
た
だ
き
、
町
の
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
、
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
コ
ー
ス
整
備
、

大
会
運
営
に
関
わ
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

平
成
27
・
28
年
度
と
雪
不
足
で

中
止
し
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加

者
が
90
人
と
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
小
中
学
生
の
懸
命

の
走
り
は
、
会
場
を
訪
れ
た
保
護

者
や
町
民
に
感
動
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
特
産
品
を

賞
品
と
し
た
抽
選
会
は
、
地
域
の

活
性
化
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
幕
開
け
の

大
会
と
位
置
付
け
、
大
会
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教
室
全

国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て

　

小
坂
中
学
校
２
年
の
照
井
和
花

さ
ん
が
「
命
の
大
切
さ
を
学
ぶ
教

室
全
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お

い
て
、
応
募
作
品
３
７
，０
０
０

点
の
中
か
ら
１
点
だ
け
に
贈
ら
れ

る
最
高
賞
「
国
家
公
安
委
員
会
委

員
長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
表

彰
式
は
２
月
10
日
に
東
京
都
内
で

行
わ
れ
、
国
家
公
安
委
員
会
委
員

長
、
国
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

が
来
賓
と
し
て
臨
席
す
る
な
か
、

作
文
を
朗
読
し
、
表
彰
状
を
受
領

し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、文
武
両
面
に
わ
た
っ

て
、
小
坂
町
の
小
学
生
、
中
学
生

の
力
が
大
い
に
発
揮
さ
れ
た
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
小
・
中
学
校
で
の
生

活
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
部
活
動

を
通
し
て
、
何
事
に
も
真
摯
に
向

き
合
う
姿
勢
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

精
神
を
育
成
す
る
た
め
に
、
学
校

と
の
連
携
を
深
め
、
支
援
し
な
が

ら
、
学
校
教
育
の
ま
す
ま
す
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
町
民
へ
は
、
広
報
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

▼
小
坂
町
定
住
促
進
住
宅
「
岩
ノ

下
ハ
イ
ツ
」
の
申
込
状
況
と
入
居

者
選
考
結
果
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
単
身
者
向
け
若
者
定

住
住
宅
「
渡
ノ
羽
ハ
イ
ツ
」
に
続

く
第
２
弾
と
し
て
、
「
岩
ノ
下
ハ

イ
ツ
」
を
１
月
末
に
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　

２
月
17
日
、
18
日
に
実
施
し
た

内
覧
会
で
は
、
２
日
間
で
町
内
外

か
ら
41
組
88
名
の
方
々
が
見
学
に

訪
れ
ま
し
た
。

　

入
居
申
込
受
付
は
、
２
月
23
日

を
申
込
締
切
と
し
、
そ
の
結
果
、

申
込
者
は
13
世
帯
で
、
内
訳
は
近

隣
の
町
外
か
ら
８
世
帯
、
町
内
か

ら
５
世
帯
で
し
た
。

　

申
込
書
類
を
審
査
し
た
結
果
、

入
居
世
帯
は
30
歳
前
後
の
子
育
て

世
帯
が
４
世
帯
、
若
夫
婦
世
帯
が

４
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

▼
ス
キ
ー
大
会
で
の
町
内
小
中
学

校
児
童
生
徒
の
活
躍
に
つ
い
て

　

１
月
11
日
か
ら
14
日
ま
で
花
輪

ス
キ
ー
場
で
行
わ
れ
た
「
全
県
中

学
校
ス
キ
ー
大
会
」
で
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
女
子
フ
リ
ー
で
小
坂
中

学
校
３
年
の
澤
田
羽
夏
さ
ん
が
、

複
合
で
木
村
航
大
さ
ん
が
優
勝
し

◆
小
坂
町
指
定
介
護
予
防
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並
び

に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に
係

る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的

な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例

◆
小
坂
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護

　

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
人
員
、

　

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
体
験
農
園
設
置
条
例

◆
小
坂
町
町
営
住
宅
管
理
条
例

◆
小
坂
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の

家
賃
徴
収
条
例

◆
小
坂
町
消
防
団
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

◆
小
坂
町
公
民
館
設
置
条
例
及
び

小
坂
町
公
民
館
使
用
料
徴
収
条

例
●
29
年
度
補
正
予
算

●
30
年
度
予
算

●
そ
の
他

◆
小
坂
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

◆
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

◆
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

（
３
件
）

●
条
例
制
定

◆
小
坂
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
の
指
定
に
関
し
必
要
な
事

項
並
び
に
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
小
坂
町
公
共
下
水
道
事
業
受
益

者
分
担
に
関
す
る
条
例

●
条
例
の
一
部
改
正

◆
小
坂
町
手
数
料
条
例

◆
小
坂
町
国
民
健
康
保
険
条
例

◆
小
坂
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

◆
小
坂
町
介
護
保
険
条
例

◆
小
坂
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例

主
な
議
決
事
項
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長年の活動へ感謝

工藤哲雄さんへ法務大臣感謝状
　２月23日、小坂町役場において、人権擁護委員
として活動し、退任された工藤哲雄さん（川通り）
へ、秋田地方法務局大館支局の若松支局長から法
務大臣感謝状が贈られました。
　工藤さんは、平成21年１月１日から平成29年12
月31日までの９年間、人権擁護委員として活動さ
れ、小坂町の人権擁護と人権思想の普及高揚に貢
献されました。

－身近な話題をお知らせください。

適切な選挙執行に尽力

千葉千賀子さんへ総務大臣表彰
　３月22日、秋田県庁において、小坂町選挙管理
委員会の千葉千賀子さん（藤倉団地）へ、秋田県
選挙管理委員会の竹田委員長から総務大臣表彰が
授与されました。
　千葉さんは、平成13年３月から現在も小坂町選
挙管理委員会委員として活動され、今回の表彰は、
長年の選挙啓発活動への貢献及び第48回衆議院議
員総選挙の適切な執行に尽力したことによるもの
です。

［住所］小坂鉱山字渡ノ羽53
［家賃］23,600円～54,200円
［概要］木造平屋建て２戸棟　２ＬＤＫ
　　　（居間兼食堂兼台所、洋室、和室、洗面、浴室）

［住所］小坂鉱山字渡ノ羽14－１
［家賃］35,000円
　　　（その他駐車場使用料あり）
［概要］木造２階建ての２階　１ＬＤＫ
　　　（居間兼食堂兼台所、洋室、洗面、浴室）

入居制限
世帯主が町外者で
40歳未満

■入居資格・注意事項
現在住宅に困っている方であること。
渡ノ羽住宅………単身入居不可・所得上限あり
渡ノ羽ハイツ……単身入居可・所得下限あり

■申込方法
　「町営住宅入居申込書」に、家族全員分の「住民
票」、「所得・課税・扶養証明書」、「滞納のない証明書」
を添えて、建設班にお申し込みください。

お問い合わせ先　建設班（℡29－３９１０）

持ち家を増改築したい方
住宅リフォーム支援事業

子育て世帯向けのリフォームが充実
工事費の25％、最大60万円補助

工事費の15％、最大27万円補助

①18歳以下の子ども３人以上を養育する子育て世帯
と同居するため、町内の持ち家住宅をリフォーム
したい方

②18歳以下の子ども３人以上を養育する子育て世帯
で、町内の持ち家住宅をリフォームしたい方

①②とも、町住宅リフォーム支援と秋田県住宅リ
フォーム支援を併用した場合、工事費の25％、最大
60万円（町20＋県40）まで補助します。
※なお、扶養家族の子ども３人以上いる子育て世帯
の場合、秋田銀行の住宅ローン金利優遇制度も利
用できます。

　持ち家の増改築をする場合、町住宅リフォーム
支援と県住宅リフォーム支援を併用できます。工
事費の15％、最大27万円（町15＋県12）まで補助し
ます。

※申込締切　４／27（金）
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生涯学習だより 小坂公民館上向分館・十和田分館
事務局　交流センター「セパーム」内︵☎₂₉⊖₂₀₆₉︶

交流センター「セパーム」・小坂公民館︵☎₂₉⊖₂₀₆₉︶
川上公民館︵☎₂₉⊖₂₃₄₄︶　七滝公民館︵☎₂₉⊖₃₄₁₁︶

平成29年度 小坂町スポーツ賞授与式平成29年度 小坂町スポーツ賞授与式
　３月22日、セパームにおいて「平成29年度小坂町スポーツ賞授与式」が行われ、28個人・７団体が表彰さ
れました。
　受賞者を代表して小坂中学校の澤田羽夏さんが「親や先生、支えてくれた皆さんのおかげでこの賞を取る
ことができました。高校でもスキーを続けるので、今まで以上の努力をし、頑張りたい」と決意を新たにし
ていました。
　受賞者は次の方々です。（順不同・敬称略）

【奨励賞】（所属・競技種目）
●小学生　個人の部
　金丸　典加（小坂小・陸上、スキー）
　小野寺　澪（小坂小・陸上）
　佐々木紅葉（小坂小・スキー）
　本田　　桜（小坂小・スキー）
　熊谷　光輝（小坂小・スキー）
　熊谷　円花（小坂小・陸上）
　佐藤　由奈（小坂小・スキー）
　澤田　理央（小坂小・スキー）
●中学生　個人の部
　亀田　聖莉（小坂中・陸上）
　髙橋　菜 （々小坂中・陸上）
　福嶋由宇希（小坂中・陸上）
　土舘　佑哉（小坂中・陸上）
　花岡　翔太（小坂中・陸上）
　山口　真玄（小坂中・陸上）
　木村　哉人（小坂中・スキー）

●団体の部
　小坂小学校女子リレー（スキー）
　小坂レッドウェーブ（ミニバス）
　小坂中学校陸上競技部　男子
　小坂中学校野球部
　秋田25市町村対抗駅伝ふるさと
　あきたラン！小坂町チーム
【栄光賞】
●小学生　個人の部
　澤田　大芽（小坂小・スキー）
　金丸　拓寛（小坂小・スキー）
　安保　胡春（小坂小・スキー）
●中学生　個人の部
　木村　航大（小坂中・スキー）
　佐藤　瑞樹（小坂中・スキー）

●高校・一般　個人の部
　湯瀬　晃成（小坂高・スキー）
　櫻庭　楓太（小坂高・空手）
　本田　千佳（花輪高・スキー）
　和田　裕貴（医療法人寿光会・障害者スポーツ）
　成田　巨樹（ＤＯＷＡスキークラブ・スキー）
●団体の部
　小坂中学校ジャンプスキー部
　小坂アカシヤチーム
　（小坂老連・８人制バレーボール）
【特別栄光賞】
●高校・一般　個人の部
　澤田　羽夏（小坂中・スキー）
　成田　　楓（日本大学・スキー）
【特別賞】
●高校・一般　個人の部
　立崎　幹人（自衛隊・バイアスロン）

対戦相手は
　　北海道鷹栖町

たか　す　ちょう

チャレンジデー2018

　毎年５月最終水曜日は、町を挙げてチャレンジ
デーに参加しています。チャレンジデーとは、
「午前０時～午後９時までの間に15分以上の運動
を行った住民の参加率」を競い合うイベントで、年
齢・性別を問わずどなたでも気軽に参加できます。
　また、同じ人口規模の自治体との対戦も行わ
れ、今年は「北海道鷹栖町」と対戦することにな
りました。昨年は惜しくも銀メダルでしたので、
今回は金メダル（参加率61%）を目指したいと思い
ます。当日のイベントプログラム等の詳細は、広
報５月号でお知らせします。皆さんのご協力よろ
しくお願いします。

　平成30年度社会教育関係団体及び社会体育団体の
認定申請を受付します。
　対象は社会教育・生涯学習に関する事業展開を主
たる目的として活動している団体、社会体育の振興
を目的としている団体で、一定の組織機構（原則と
して10人以上の会員）であることが条件です。
　認定団体になると、公民館や運動場の使用料減額
や免除措置を受けることができます。
　希望する団体は、セパームで申請書をお渡ししま
すので、必要事項を記入し５月18日（金）まで提出し
てください。
◆申込み・お問い合わせ　学習振興班（℡29－２０６９）

参加決定！
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生涯学習だより小坂公民館上向分館・十和田分館
事務局　交流センター「セパーム」内︵☎₂₉⊖₂₀₆₉︶

第５回秋田25市町村対抗駅伝

ふるさとあきたラン！開催
　全県市町村対抗駅伝大会「ふるさとあきたラン！」
が今年も開催されます。第５回大会は鹿角市での開
催です。町では大会に出場する選手（一般の部）を下
記のとおり募集します。
●開催日　10月７日（日）　※開会式　10月６日（土）
●開催地　鹿角市
●コース　湯の駅おおゆ発着32 .2㎞／９区間
●参加者　小学生から社会人までの男女混合９名
●その他　プレイベント開催、各市町村の特産品・
　　　　　グルメのブース出店、テレビ放送（駅伝・
　　　　　イベントの模様を中継録画）

【出場選手募集！】
一般の部に出場する選手を募集します。
１．一般壮年（第３区・4.1㎞）
　　大会当日40歳以上で男女不問
２．一般男子（第７区・6.8㎞）
　　社会人、大学生・専門学生等
３．一般女子（第８区・3.9㎞）

●その他区間について
第１区 小学生女子 1.0㎞　第２区 小学生男子 1.1㎞
第４区 中学生女子 3.0㎞　第５区 中学生男子 3.4㎞
第６区 高校生男子 5.3㎞　第９区 高校生女子 3.6㎞
※その他区間（小・中・高校生）については、学
校を通じて募集のお知らせ等を行います。

申込み・お問い合わせ先　交流センターセパーム（℡２９－２０６９）

　３月28日、平成29年度小坂町老壮大学閉講式をセ
パームで行いました。
　この１年間を通じて実施した学習報告と各証書の授
与が行われ、修了証・皆勤証、30年特別賞など延べ
101名が表彰されました。
　４月からも毎月学習会を開催しますので、お誘い合
わせの上、ぜひご参加ください。

　町では、住民の皆さんの読書に親しむ機会が一層増
えることを願い、町有図書を手に取ってもらえる場所
を増やしました。
　今回は、小坂町診療所（医療法人　明生会）とみん
なのお家だんらん（小坂町社会福祉協議会）からご協
力をいただき、両施設に図書を配置しました。貸し出
しもできます。
　七滝公民館と川上公民館で実施している出張図書館
とあわせてご利用ください。

　冬期間につき閉鎖しておりました屋外施設等につ
いて、４月10日から一般利用を開始します。
　ただし、気象状況等により変更する場合がありま
すのでご了承ください。
■団体利用について
　セパームにて予約一覧表を確認のうえ、３日前ま
でに利用申請をしてください。
■利用上の注意
　•中央公園内への自動車やバイクの乗り入れは禁
止です。

　•イベント時の物品搬入搬出時に限り、事前申請
により車両進入が可能な場合があります。

　•利用料金等については、原則として月末締め、
翌月初めの請求となります。

※詳細については、セパームへお問い合わせください。

屋外体育施設等及び
中央公園利用のお知らせ

▲診療所「待合室」 ▲だんらん「ロビー」
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生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館︵☎₂₉⊖₂₀₆₉︶
川上公民館︵☎₂₉⊖₂₃₄₄︶ 七滝公民館︵☎₂₉⊖₃₄₁₁︶

図書館︵☎₂₉⊖₂₂₀₇︶
郷土館︵☎₂₉⊖₄₇₂₆︶

　下記のとおり、開催しています。ぜひご来館ください。

企画展「新収蔵資料展」開催中

【日時】４月28日(土) 10：30～11：30
【対象】乳児～小学生、保護者　　◇自由参加・無料

会　　期：３月11日（日）～５月20日（日）
開館時間：９：00 ～ 17：00（最終受付16：30）
入 館 料：無料
休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）
展示解説：４月21日（土）、５月19日（土）
　　　　　いずれも13：00 ～

【日時】４月28日（土）９：30 ～
【対象】どなたでも参加できます　　◇自由参加・無料

　郷土館友の会主催の「わが家のお宝展」も第９回を迎
えることができました。この展示会は、郷土館友の会の
会員なら誰でも参加できます。展示する物は、自分の思
い入れのある物なら何でも結構です。会員の皆さんはふ
るってご参加ください。出品募集は以下のとおりです。
会　　期：６月１日（金）～ 30日（土）
開館時間：９：00 ～ 17：00（最終受付16：30）
入 館 料：無料
休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）
募集対象：郷土館友の会会員
出品対象：思い入れのある物
申込期間：４月24日（火）～５月20日（日）
　　　　　この期間中に郷土館に出品する物を持参し
　　　　　てください。申込用紙は、郷土館にありま
　　　　　すので、持参の際にご記入ください。

●
平
成
₂₉
年
度
修
了
式
挙
行

　

３
月
19
日
に

平
成
29
年
度
の

修
了
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
創

立
１
０
１
年
目

の
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
年

度
を
、
し
っ
か

り
と
締
め
く
く

る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

●
平
成
₂₉
年
度
退
任
式
・
離
任

式
挙
行

　

３
月
23
日
に

退
任
式
と
離
任

式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
退
任
式

は
鳴
海
校
長
の

定
年
退
職
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
年
度
末

の
人
事
異
動
に

よ
り
、
６
名
の

先
生
方
が
異
動

し
ま
し
た
。
新

天
地
で
の
活
躍

を
期
待
す
る
と

と
も
に
、
今
後

も
本
校
の
活
躍

を
見
守
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。

●
平
成
₃₀
年
度
入
学
式
挙
行

　

４
月
６
日
に
平
成
30
年
度
の
入
学
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
坂
町
長
細
越
満

様
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
や
保

護
者
の
見
守
る
中
、
52
名
の
新
入
生
が

入
学
許
可
の
点
呼
を
受
け
、
本
校
の
一

員
と
な
り
ま
し
た
。
新
入
生
の
宣
誓
で

は
、
環
境
技
術
科
に
入
学
し
た
佐
藤
瑞

樹
さ
ん
が
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
飛
躍
を
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

●
平
成
₃₀
年
度
ス
タ
ー
ト

　

今
年
度
も
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
小
坂
七
夕
・
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
・
資
格
取
得
な
ど
、
小
坂
町

と
の
連
携
に
努
め
、
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
小
坂
七
夕
」

に
つ
い
て
は
参
加
14
年
目
と
な
り
ま

す
。
昨
年
よ
り
早
め
に
山
車
の
製
作
に

入
り
、
生
徒
の
手
作
り
感
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
す
。
地
域
連
携
で
は
、
小
坂
小
学

校
・
小
坂
中
学
校
・
放
課
後
こ
ど
も
教

室
等
、
例
年
ど
お
り
「
も
の
づ
く
り
教

室
」
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。「
よ
さ

こ
い
演
舞
」
も
旗
・
太
鼓
と
と
も
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

　

今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

●
４
月
・
５
月
の
日
程

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会　
　

４
月
21
日
（
土
）

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
代
休

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
23
日
（
月
）

・
体
育
祭
（
セ
パ
ー
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
月
28
日
（
土
）

・
体
育
祭
代
休　
　

５
月
２
日
（
水
）

・
県
北
総
体

　
　
　

５
月
10
日（
木
）～
13
日（
日
）

★小説・エッセイ
■ものの見方が変わる座右の萬話／戸田智弘（913）
■白磁海岸／高樹のぶ子（913）
■テーラー伊三郎／川瀬七緖（913）
■大獄－西郷青嵐賦－／葉室麟（913）
■身辺整理、わたしのやり方／曽野綾子（914）

★実用書
■猫はためらわずにノンと言う／
　　　　　　　　　　　ステファン・ガルニエ（159）
■ポンコツ武将列伝／長谷川ヨシテル（289）
■かわいいふくろう／鳥くん（493）
■ぜんぶもやしレシピ／きじまりゅうた（597）
■すくすくスケッチ／杉浦さやか（645）

★児童書
■笑う化石の謎／ピッパグッドハート（Ｋ933）
■港のひみつ／たまだまさお（Ｋ558）
■大人になるまでに読みたい15歳の詩／（Ｋ911）

※（　）の中の数字は
　分類番号です
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お問い合わせ先　小坂小学校（℡29－２４２２）　小坂中学校（℡29－３２３２）

　小坂小学校４年生が、町特産のブドウを使った手作りジュースを作りました。４年生は、総合的な学
習の時間でブドウの栽培の歴史やジュースができるまでの過程などを学んできました。瓶詰めや手書き
のラベル貼りも自分たちで行い、世界で１本だけの手作りブドウジュースを完成させました。

　小坂中学校卒業生の同窓会入会式が行われました。同窓会長の奈良文雄さんから歓迎のお言葉をいた
だき、卒業生代表の柴田なつさんが代表あいさつを述べました。３年間、小坂中学校に通った生徒たち
も、これで「同窓生」となりました。

　小坂小学校、小坂中学校の卒業式が行われ、小学校６年生29名、中学校３年生48名が、母校を巣立
ちました。たくさんの保護者の方、地域の方、来賓の皆さんに見守られながら、涙あふれる感動がいっ
ぱいの卒業式でした。

▲手作りブドウジュース ▲同窓会入会式 ▲卒業式

◆お問い合わせ先　鷹巣年金事務所（℡0186‒62‒1490）

　平成30年度の国民年金保険料は、前年度より150円
引き下げられた16,340円になります。
　毎月の保険料は、日本年金機構から４月上旬に送ら
れてくる１年分の納付書で翌月末までに納めてくださ
い。納付の窓口は、金融機関（ゆうちょ銀行含む）ま
たはコンビニエンスストアとなっています。
　また、保険料は、口座振替やクレジットカードで納
付することができます。６か月または１年など定めら
れた月数分前納すると割引になります。クレジット
カードによる納付額は現金納付と同額になります。

平成30年度保険料は
月額16,340円

平成30年４月分より

毎月納付（現金納付及び翌月末口座振替）

毎月振替【早割】（当月末の口座振替）

６か月前納（現金納付）

６か月前納（口座振替）

１年前納（現金納付）

１年前納（口座振替）

２年前納（現金納付）

２年前納（口座振替）

16,340円

16,290円

97,240円

96,930円

192,600円

191,970円

378,580円

377,350円

なし

50円

800円

1,110円

3,480円

4,110円

14,420円

15,650円

保険料額 割引額

お問い合わせ先 生活環境班（℡29－3928）

　廃蛍光管の収集を次のとおり行いますので、指
定の場所に出してください。収集日以外は受け付
けませんので、ご注意ください。

◇収集箱設置場所
　役場正面入口、セパーム正面入口、
　ゆーとりあ正面入口、川上公民館玄関、
　ほっとりあ正面入口、大川岱ごみ集積所脇、
　休平自治会館玄関脇

　《出し方の留意事項》
　①テープ等での巻き付け禁止
　②包んだ箱や袋は持ち帰る
　③事務所からの排出物は対象外
　④電球やハロゲン球は不燃ゴミへ
　⑤当日の朝８時30分までに出す

収集日 ４月22日㈰
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お
母
さ
ん
か
ら

　

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
歯
み

が
き
が
ん
ば
ろ
う
ね
�

杉𠩤　　玲
れい
さん

（中央団地）

お
母
さ
ん
か
ら

　

た
く
さ
ん
食
べ
て
歯
み
が

き
が
ん
ば
り
ま
す
�

成田　羽
う
汰
た
さん

（中央団地）

ふれあい広場ふれあい広場
お
母
さ
ん
か
ら

　

こ
れ
か
ら
も
歯
み
が
き
が

ん
ば
っ
て
、
虫
バ
イ
菌
を
や
っ

つ
け
る
ぞ
�

小野　羽
わ
雲
く
さん

（中央団地）

★詳しくは、毎戸配布されるチラシ（５月中旬予定）をご覧ください。
　今年度も、特定の年齢の方にがん検診無料クーポンをお送りします。（５月中旬予定）

◎３月25日発行「国保こさか特集号」でもお知らせしています。
　実施日によっては、すでに定員に達している場合がありますのでご了承ください。

［受診対象］40～ 75歳未満の小坂町国民健康保険加入者
［申し込み］４月18日（水）までに保健センターへお申込みください。
※国保以外の方は、お勤めの会社・事業所へお問い合わせください。

健（検）診内容検診会場実　施　日種　　　類

５月25日（金）
５月28日（月）
５月29日（火）
５月30日（水）
５月31日（木）
６月１日（金）
６月４日（月）
５月27日（日）
６月17日（日）
９月23日（日）
６月11日（月）
　～15日（金）
７月３日（火）
９月25日（火）
７月21日（土）
７月３日（火）

平日健（検）診

日曜健（検）診

胃 が ん 検 診

女 性 検 診

骨 　 検 　 診

ゆーとりあ

大川岱自治会館
川上公民館
ほっとりあ
ゆーとりあ

ゆーとりあ

６会場で実施

ゆーとりあ

小坂町役場
ゆーとりあ

特定健診・後期高齢者健診・がん検診（肺・大腸・
前立腺）・肝炎ウイルス検診

特定健診・後期高齢者健診・がん検診（胃・肺・大
腸・前立腺）・肝炎ウイルス検診

胃がん検診

乳がん・子宮頸がん検診（婦人科超音波検診）

乳がん検診のみ
骨粗しょう症検診

総合健診
（特定健診、胃がん・肺がん・大腸がん検診他）
上記に子宮がん・乳がん（マンモ含む）検診
オプション検査
●腫瘍マーカー検査　　　　　　　　　　　　5,400円（税込）
●心臓の異常を見つけるＢＮＰ検査　　　　　2,160円（税込）
●動脈硬化度検査　　　　　　　　　　　　　2,160円（税込）
詳しくはお問い合わせください。

総合健診
（特定健診、胃がん・肺がん・大腸がん検診他）

上記に子宮がん・乳がん（マンモ＋超音波含む）検診

36,720円

43,200円

40,200円

49,500円
※予定

10,000円

11,500円

11,000円

12,500円

５月22日（火）～31日（木）
（21日（月）、28日（月）を除く）　　　
６月18日（月）～21日（木）
（婦人科検診は５月のみ）
（金・土・日曜日を除く）
１日１～２名／あと12名　

※３月30日（金）現在

※３月30日（金）現在

７月３日（火）／あと７名
７月24日（火）／あと８名

内　　　　　容医療機関 実施日／募集人数 費用総額 個人負担（目安）

申込み・お問い合わせ先　小坂町保健センター（℡29－３９２６）

かづの厚生病院
（鹿角市）

秋田県総合保健センター
（秋田市）
※送迎有り

朝５時45分小坂出発



1�

４月から小坂町は県と一緒に国保を運営していきます

◎こんなときは14日以内に以内に届出を！～届出は役場町民課へ～

©かぶきん

　国民健康保険は、日本の国民保険の基盤となる仕組みです。現在次のような
課題を抱えています。

　①年齢構成が高く医療費水準が高い

　②所得水準が他の保険制度（社会保険等）に比べて低く、保険料の負担が重い

　③小規模な市町村では国保の財政運営が不安定

　これら諸課題に対応し、国保制度を将来的に持続するために、４月から国民
健康保険制度の改正が行われます。これまでの市町村に加え、都道府県も国民
健康保険制度を担うこととなり、財政基盤が強化されることになります。

●平成30年度から、秋田県も国民健康保険の保険者となります。

●平成30年10月以降に発行する新しい保険証には、秋田県も表記されるようになります。

●過去12か月以内に、高額療養費の支給が４回以上ある場合に自己負担限度額が引き下
げられる制度（多数回該当）について、県内の他の市町村へ転居した場合でも、世帯の
継続性が認められた場合は、転居前の支給も通算して多数回該当に含めることとなり
ます。
　これにより該当者の負担が軽減されます。

★見直しによる主な変更点★

◆お問い合わせ先◆
資格・医療費・保険証等に関することは……町民課町民福祉班国保担当（℡29－３９２５）
国保税に関することは…………………………町民課税務班（℡29－３９０４）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へお問い合わせください。

職場の健康保険をやめたとき・被扶養者
から外れたとき

※届出が遅れても国保に加入する日は資
格喪失日からです。

職場の健康保険に加入したとき・被扶養
者になったとき

※国保の資格喪失の手続きが必要です。
※職場の保険への加入後は、国保の保険
証は使用できません。

・資格喪失証明書
　（職場から）
・印鑑
・個人番号
・身分を確認できるもの
　（運転免許証等）

・職場の保険証と国保の
　保険証
・個人番号
・印鑑
・身分を確認できるもの
　（運転免許証等）

国保に入るとき

こんなとき 届出に必要なもの

国保をやめるとき
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75歳の誕生日で国民健康保険から
　　　　　　　　後期高齢者医療保険に変わります

75歳になられた方は、それまで加入していた国民健康保険等の医療保険の種別に関
わらず、後期高齢者医療制度の被保険者に移行となり、医療給付等を受けることに
なります。

◎手続きについて
　誕生日以降に役場で交付手続きが必要となります。誕生日の前月中には、対象者にお知らせ
を送付しますのでご確認ください。
　また、一定の障害※がある65歳から74歳の方については、役場で申請手続きをし、認定さ
れると、加入することができます。

※①身体障害者手帳１～３級、４級の一部
　②療育手帳A
　③精神障害者保健福祉手帳１～２級
　④障害年金受給者（年金証書１～２級）

○対 象 者：小坂町に住民登録されている妊産婦の方で、医療保険に加入さ
れている被保険者、被扶養者。平成30年３月以降出産の方から
対象となります。

○助 成 額：対象期間の診療うち上限５万円まで（健康保険適用分に限る）
○対象期間：母子手帳の交付を受けた翌月の初日から出産した翌月の末まで。
○手 続 き：申請書に領収書を添付して、役場町民課窓口へ提出ください。
※現在、対象となる方については別途通知します。

後期高齢者医療制度とは

福祉医療からのお知らせ

お問い合わせ先　町民課町民福祉班（℡29－３９２５）

平成30年４月１日から妊産婦医療費助成が開始されます！！！

△保険証は申請時と変わっていませんか？

→保険証が変わった場合は、届出が必要です。印鑑と新しい被保険者証、受給者証を持
参して役場町民課で手続きしてください。

△使用できる受給者証ですか？

→制度変更等により受給者証が変更となった場合、旧受給者証については使用できませ
ん。使えなくなった受給者証は、すぐに処分するか役場へ返却してください。

ご確認ください！！！
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■応募資格
・町内在住者
・飲食に係る出店者で食品衛生法により保健所へ
　臨時営業許可申請をした者
■出店料
・テント１張り（360㎝×540㎝以内）　　2,500円
・テント２張り以上は、１張りごとに　1,000円
■レンタルテント（360㎝×540㎝）
・会場内で使用するイベントテントを斡旋します。
・１張り8,500円（税込）、横幕１間当たり1,000円（税込）
■募集期間
　５月９日（水）までに「出店申込書」に記入の上、
かづの商工会小坂支所へお申し込みください。

◇イベントボランティア　申込締切５月10日㈭
■内容　フワフワトランポリン、バッテリーカー、
　　　　スーパーボールすくい等での受付管理
■時間　午前９時～午後４時の中で都合の良い時
　　　　間帯
◇ステージイベント出演者　申込締切４月25日㈬

【申込み・お問い合わせ先】
アカシアまつり実施委員会事務局
観光産業課観光商工班内（℡29－３９０８）

露店出店者

ボランティア・ステージイベント出演者

あけぼの回送日変更

　平成29年度は、例年に増して雪の多い年となりま
した。そのため、回送運行を予定していた４月15日
（日）では、線路上に雪が多量に残っていて、安全に
作業ができないことが予想されたため、１週間後の
４月22日（日）へ延期することとなりましたので、お
知らせします。
　作業当日は、あけぼのが横断する道路にて一時交
通規制いたします。町民の皆さんへは、ご不便をおか
けしますが、ご理解とご協力のほどよろしくお願い
します。

　国が運営するマイナンバー関連オンラインサービ
ス「マイナポータル」の運用が開始されています。
それに伴い、３月１日から「マイナポータル」内に
おいて子育てに関する行政手続きができる「子育て
ワンストップサービス」の電子申請サービスが開始
されました。
　これにより、妊娠の届出や、児童手当、保育の申
請がマイナンバーカード（個人番号カード）を利用す
ることにより、パソコン（ＩＣカードリーダライタが
必要）から可能となります。詳しくは、ホームページ
「マイナポータル」をご参照ください。
（https://myna.go.jp/）

子育てワンストップサービスによる
電子申請の利用について

　小坂町福祉タクシー券とは、小坂町在住の下記障
害者手帳をお持ちの在宅の方へ、初乗り料金分を助
成する制度です。
　ひと月×２枚分を交付していて、交付月によって
枚数は異なります。
【対象】
・身体障害者手帳１級・２級
・身体障害者手帳３級
（下肢障害・体幹障害・腎臓機能障害）
・療育手帳Ａ
・精神障害者保健福祉手帳１級
【交付】
　平成30年３月30日～
　印鑑と障害者手帳をお持ちの上、小坂町役場町民課
　町民福祉班までお越しください。
◆お問い合わせ先　町民福祉班（℡29－３９２５）

平成30年度小坂町福祉タクシー
利用券の交付が始まっています！

○妊娠の届出　　保健センター（℡29－３９２６）
○児童手当・保育　町民福祉班（℡29－３９２５）

お問い合わせ先

平成30年４月15日（日）
↓

平成30年４月22日（日）
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（消費税込　単位：円）平成30年４月１日より実施

※１日８時間労働とし超過時間は別払いとする。（秋田県最低賃金738円）
※パートタイマー「時間給」については、作業労働賃金（協定賃金）を８時間で割り１時間の額とする。
※５アール未満の区画圃場は未整理田とする。　※交通費は実費払いとする。

水田耕起

代かき

畦塗り
溝切り
箱苗代金

肥料散布
動力散布
動力噴霧
ラジコンヘリコプター
機械田植え

機械田植え
（側条施肥）
直播き播種（側条施肥）
田一般作業
畑耕起

整理田
未整理田
整理田
未整理田

仕上げ苗
芽だし苗

整理田
未整理田
整理田
未整理田
整理田

平うち
畝立て

10ａ

10ａ

100ｍ
10ａ

１箱

10ａ
10ａ
10ａ
10ａ

10ａ

10ａ

10ａ
８時間

10ａ

4,600
5,200
5,200
5,700
4,300
1,000
700
350

1,030
1,030
1,500
1,100
5,200
5,700
6,200
6,700
4,500
6,000
3,800
2,100

10株間隔に１本の割合

スプレイヤー等

苗なし、補助員なし
　　　〃
　　　〃
　　　〃
　　　〃
稲手刈り、除草、薬剤散布

平うち含めず

備　　考協定賃金作業単位区　分作業名
畑深耕

マルチング
畑一般作業
バインダー

コンバイン

ハーベスタ
籾乾燥

籾摺り
色彩選別機
精米

稲わらロール梱包
　摘果
　袋かけ
　収穫

ロータリー
プラウ

整理田
未整理田
整理田
未整理田
ソバ・菜種・大豆
ハサがけ
生籾
半乾籾
色選別通過

うるち
もち
１梱包20㎏

男女共

10ａ

100ｍ
８時間

10ａ

10ａ

10ａ

60㎏

60㎏
60㎏

60㎏

10ａ

８時間

18,400
10,300
1,100
6,000
6,200
6,700
16,000
17,000
9,000
5,000
1,450
570
700
700
800

1,000
4,100

6,000

春～秋作業
結束ひも付

刈り取り
生は2,000円増

運搬含まず
通常作業時

備　　考協定賃金作業単位区　分作業名

果　

樹

結束ひも実費、倒伏割増
運搬別払

　生後３ヶ月以上の犬が対象です。狂犬病予防注射は飼い主の義務ですので、毎年必ず受けさせてくださ
い。ペット病院等で受けた場合は、病院が発行する「注射済証」を町民課生活環境班に提出してください。
　また、犬の登録は生涯に一度だけする必要がありますので、鑑札があるかどうか確認してください。登
録した犬が亡くなった場合も町民課生活環境班へ届出ください。土・日の接種となります。最寄りの場所
で都合の悪い場合は、他の場所で接種してください。

５月12日㈯

５月13日㈰

５月19日㈯

５月20日㈰

９:00～９:40
９:50～10 :05
10 :15～10 :30
10 :40～10 :55
11 :30～12 :00
９:00～９:25
９:35～10 :15
10 :25～10 :50
11 :00～11 :15
11 :25～11 :40
11 :50～12 :10

時　間 場　　　所月　日 時　間 場　　　所月　日
ほっとりあ前
大地会館前
上川原会館前
鳥越会館前
旧七滝小学校前
細越会館前
役場本庁前
消防小坂分署前
岩沢会館前
大生手
除雪センター前（尾樽部）

９:00～９:25
９:50～10 :05
10 :15～10 :30
10 :40～10 :55
11 :05～11 :20
11 :30～12 :00
８:30～８:50
９:55～10 :20
10 :45～11 :10
12 :15～12 :45

野口入口
八九郎
野口会館前
余路米会館前
砂子沢会館前
濁川会館前
あけぼの（五十嵐理容店前）
休平会館前
大川岱（大森ショップ前）
ゆーとりあ駐車場

【費用：3,250円（注射代2,700円　済票代550円）】【登録：3,000円】

お問い合わせ先：町民課生活環境班（℡29－３９２８）
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浅石　　翼
（観光産業課農林班）

小笠原　瑞貴
（町民課税務班）

渡部　雅代
（町民課町民福祉班）

新
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職
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し
ま
す

©かぶきん
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お
知
ら
せ

◆
規
格

長
さ　

７
ｍ
、
太
さ　

７
㎝

◆
価
格　

３
０
０
円

◆
申
込
み　

４
月
10
日
（
火
）
～
15

日
（
日
）
10
時
～
16
時
ま
で

◆
引
渡　

４
月
20
日
（
金
）
～
26
日

（
木
）
16
時
15
分
～
17
時

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

康
楽
館
（
TEL���

29―

３
７
３
２
）

◆
日
時　

４
月
22
日
（
日
）

　
　
　

14
時
～
（
開
場
13
時
30
分
）

◆
開
場　

十
和
田
市
民
セ
ン
タ
ー
・

ホ
ー
ル

◆
出
演
団
体　

か
と
れ
あ
コ
ー
ラ
ス

（
花
輪
）、
コ
ー
ル
や
ま
び
こ
（
小

坂
）、
湯
の
華
コ
ー
ラ
ス
（
大
湯
）

◆
入
場
料　

３
０
０
円

◆
主
催　

鹿
角
合
唱
団

◆
後
援　

鹿
角
市
教
育
委
員
会
、
小

坂
町
教
育
委
員
会

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

「
春
の
コ
ー
ラ
ス
」
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
長　

柳
沢
（
TEL���

０
１
８
６―

35―

３
４
６
３
）

◆
大
会
期
日
及
び
会
場

▽
９
月
１
日
（
土
）

●
陸
上
競
技
（
秋
田
県
立
中
央
公
園

陸
上
競
技
場
）

●
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
秋
田
県

立
中
央
公
園
球
技
場
）

●
ボ
ウ
リ
ン
グ（
ロ
ッ
ク
ン
ボ
ウ
ル
）

▽
９
月
８
日
（
土
）

●
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
秋
田
県
勤
労
身

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

●
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
（
秋

田
県
心
身
障
害
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
）

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
Ｃ
Ｎ
Ａ
ア
リ
ー

ナ
★
あ
き
た
）

▽
９
月
15
日
（
土
）

●
水
泳
（
秋
田
県
立
総
合
プ
ー
ル
）

●
一
般
卓
球
（
秋
田
県
立
体
育
館
）

◆
申
込
方
法

　

４
月
25
日
（
水
）
よ
り
、
市
町
村

の
障
害
福
祉
担
当
課
に
て
要
綱
や
申

込
関
係
書
類
の
配
布
を
開
始
し
ま

す
。
ま
た
、
同
日
に
当
協
会
Ｈ
Ｐ
に

も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
ま
す
の
で
、
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
市

町
村
窓
口
で
の
申
込
締
切
は
、
５
月

25
日
（
金
）
ま
で
。

◆
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
秋
田
県
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
協
会

（
TEL���
０
１
８―

８
６
４―

２
７
５
０
）

◆
開
催
日
時

①
４
月
18
日
（
水
）
14
時
～
16
時

②
５
月
16
日
（
水
）
14
時
～
16
時

③
６
月
20
日
（
水
）
14
時
～
16
時

◆
予
約
締
切
日

①
４
月
13
日
（
金
）
15
時
ま
で

②
５
月
11
日
（
金
）
15
時
ま
で

③
６
月
15
日
（
金
）
15
時
ま
で

◆
会
場　

大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
大
館
市
有
浦
１―

８―

15
）

◆
相
談
内
容

不
動
産
・
会
社
・
法
人
の
登
記
、
多

重
債
務
、
成
年
後
見
等

◆
予
約
専
用
電
話

TEL���

０
１
８―

８
２
４―

０
０
５
５

※
事
前
に
必
ず
電
話
に
よ
る
予
約
が

必
要
で
す
。
毎
月
先
着
順
に
８
件
ま

で◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
司
法
書
士
会

（
TEL���

０
１
８―
８
２
４―

０
１
８
７
）

　

日
頃
よ
り
東
北
新
幹
線
七
戸
十
和

田
駅
無
料
駐
車
場
を
ご
使
用
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
新
幹
線
へ
乗
車
で
き

る
よ
う
、
使
用
に
あ
た
り
、
次
の
点

情
報

○道の駅こさか七滝
　４月21日（土）
　滝の茶屋孫左衞門　℡0186－29－３７７７
○赤煉瓦倶楽部
　４月21日（土）　　℡0186－25－８２２５
○十和田ふるさとセンター
　４月28日（土）　　℡0176－75－２８０８

供花１件
香典１件� 5,000円
㈲十和田湖樹海農園総会懇親会� 3,000円
秋田犬ツーリズム事務局長送別会� 6,000円
小坂あきぎん会会長歓送迎会� 10,000円
日本海沿岸東北自動車道　大館能代ＩＣ～
鷹巣ＩＣ間　開通記念式典祝賀会� 3,000円
秋田県消防協会鹿角支部消防功労者表彰伝達式� 5,000円
万谷自治会年次総会� 3,000円
小坂町老壮大学閉講式並びに祝賀会� 1,500円

３月分 町長交際費をお知らせします
【計９件　36,500円】

「
春
の
コ
ー
ラ
ス
」

　
～
鹿
角
合
同
合
唱
祭
～
開
催

第
㆒⓺
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

七
戸
町
か
ら
東
北
新
幹
線
七
戸

十
和
田
駅
無
料
駐
車
場
ご
使
用

の
お
客
様
へ
お
願
い

　小坂町普通共用林野運営連絡協議会では、次
のとおり平成30年度の「竹の子山入林料徴収員」
を募集します。

◆募集人員　若干名
◆募集期間　４月10日（火）～ 27日（金）
◆勤務期間　５月中旬～６月中旬
　　　　　　（タケノコの育成状況による）
◆勤務時間　午前４時～午後３時
◆勤務条件　町内在住者で心身ともに健康な方
　　　　　　経験者歓迎（※要自動車運転普通
　　　　　　免許）
◆申込方法　履歴書を郵送又は持参
◆受付時間　午前８時30分～午後５時
　　　　　　（土日祝祭日を除く）
◆申込み・お問い合わせ先
観光産業課農林班（℡  29－３９１２）

平成30年度
竹の子山入林料徴収員を募集

康
楽
館
大
幟
用
竹
竿
払
い
下
げ
ま
す
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お
知
ら
せ

に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●
七
戸
町
が
指
定
す
る
無
料
駐
車
場

が
満
車
の
場
合
、
代
替
の
駐
車
場
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

新
幹
線
へ
乗
車
い
た
だ
け
る
よ
う
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
や
送
迎
付
き

で
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

七
戸
町
商
工
観
光
課

（
TEL�

０
１
７
６―

62―

２
１
３
７
）

　

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
の
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告

義
務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て

利
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査
時
点
は
、

６
月
１
日
で
す
。
調
査
票
へ
の
ご
回

答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時　

５
月
21
日
（
月
）
13
時
30

分
～
16
時
ま
で

◆
会
場　

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、

秋
田
地
方
検
察
庁
、
秋
田
地
方
法
務

局◆
募
集
人
員　

40
人
（
予
約
制
）

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
受
付

５
月
８
日
（
火
）
～
17
日
（
木
）

※
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
①
申
込
み
の

行
事
、
②
氏
名
、
③
人
数
、
④
連
絡

先
を
明
記
）
で

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
庶
務
係

（
TEL�
０
１
８―

８
２
４―

３
１
２
１
）

（
FAX�

０
１
８―

８
２
３―

８
８
４
９
）

　

「
筆
界
特
定
制
度
」
は
、
土
地
の

筆
界
（
境
界
）
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す

る
た
め
、
法
務
局
が
現
地
に
お
け
る

筆
界
の
位
置
を
特
定
す
る
制
度
で

す
。

　

隣
接
地
と
の
筆
界
が
分
か
ら
ず

困
っ
て
い
る
方
、
筆
界
に
つ
い
て
隣

地
の
所
有
者
と
意
見
が
一
致
せ
ず
に

困
っ
て
い
る
方
は
、
筆
界
特
定
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
地
方
法

務
局
登
記
部
門
筆
界
特
定
室

（
TEL�

０
１
８―

８
６
２―

１
４
４
２
）

◆
訓
練
期
間　

６
月
12
日
（
火
）
～

12
月
26
日
（
水
）（
７
か
月
）

◆
訓
練
時
間　

９
時
20
分
～
15
時
40

分◆
会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田

◆
訓
練
科
（
定
員
）

○
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

（
若
年
者
コ
ー
ス
）（
15
名
）

○
建
築
Ｒ
Ｃ
施
工
科
（
若
年
者
コ
ー

ス
）（
10
名
）

◆
募
集
期
間　

４
月
13
日
（
金
）
～

５
月
10
日
（
木
）

◆
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担
で
す
。）

◆
応
募
資
格　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
申
込
を
さ
れ
た
方
で
、
新
た
な
技

術
・
技
能
を
身
に
つ
け
て
再
就
職
を

希
望
さ
れ
る
方

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田
）
訓
練
課

（
TEL�

０
１
８―

８
７
３―

３
１
７
８
）

（
３
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流
小坂製錬清澄池出口

試料名
処理水
河川水
河川水
処理水

ヨウ素
不検出

セシウム134
不検出

不検出（※３／５採水）

セシウム137
３.９

採　　取　　日
測　定　期　間

平成30年３月13日
３月14日から３月20日

（単位：ベクレル／リットル）

検出下限値未満の
ため不検出

＊ 

お
・
め
・
で
・
た 

＊

〈
狐
崎
〉

　

工
藤　

広こ
う

一い
ち（

父
・
駿　

母
・
真
央
）

〈
川
通
り
〉

　

秋
本　

咲え
み

凜り
（
父
・
康
太　

母
・
美
寿
穂
）

＊ 

ご
・
け
っ
・
こ
・
ん
＊

　
　

澤
田　
　

惇　
（
大
地
）

　
　

兎
澤　
　

舞　
（
鹿
角
市
）

＊ 

お
・
く
・
や
・
み 

＊

〈
南
つ
つ
じ
平
〉　　

大
森
正
太
郎

〈
細
越
〉　　
　
　
　

小
笠
原

子

〈
野
口
〉　　
　
　
　

川
口　

ヤ
ヱ

〈
野
口
〉　　
　
　
　

秋
本　

キ
ワ

〈
若
葉
町
〉　　
　
　

齋
藤　

フ
デ

〈
さ
く
ら
ん
ぼ
団
地
〉　

新
岡　

マ
サ

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ

な
い
場
合
は
、
届
出
の
際
に
窓
口
へ
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

《
検
査
日　

３
月
７
日
》

　

七
滝
保
育
所
（
た
ま
ね
ぎ
）

　

小
坂
マ
リ
ア
園
（
じ
ゃ
が
い
も
）

◆
検
査
結
果
→
測
定
下
限
値
未
満

◆
測
定
下
限
値
は
10�

Bq
／
㎏
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
町
民
福
祉
班

　
（
TEL�

29
︱
３
９
２
５
）

保
育
所
の
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
質
検
査
結
果
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
す

募
集

公
共
職
業
訓
練
実
施
の
お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

　
　
「
筆
界
特
定
制
度
」

♡（

平
成
30
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

「
三
庁（
裁
判
所
・
検
察
庁
・

法
務
局
）見
学
ツ
ア
ー
」

町
へ
の
寄
附
が

あ
り
ま
し
た

　

３
月
23
日
に
岩
手
県
の
石
井

新
一
様
か
ら
、
金
20
万
円
の
寄

附
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
町

の
福
祉
行
政
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
町
の
福
祉

施
策
へ
役
立
て
る
た
め
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



19

お
知
ら
せ

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
４月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,192人

2,417人

2,775人

2,380世帯

（－24人）

（－17人）

（－ 7人）

（－ 8世帯）

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医

（郷土館・図書館・中小路の館休館日） 〈メーデー〉　小坂中学校開校記念日　市日健康相談（だんらん）　こさか
子育て広場～わくわく～（ゆーとりあ）　２か月児・１歳３か月児育児相
談（ゆーとりあ）　（郷土館・図書館・中小路の館休館日）　    【可燃ごみ】

〈土用〉　小坂小・中学校全国学力学習状
況調査　行政相談日（小坂町役場）　かよ
うカフェ（はいから倶楽部）　　【可燃ごみ】

〈八十八夜〉
小坂高校振替休業日

《憲法記念日》

小坂小・中学校振替休業日
こさか子育て広場～わくわく～（ゆーとりあ）

《みどりの日》
【可燃ごみ】

〈穀雨〉　中央地区自治会連絡協議会総会（セパーム）
小坂町防犯協会七滝支部交通協会七滝地区総会（ほっとりあ）
三峰逹主演公演初日（康楽館～５月６日）　【可燃ごみ】

《こどもの日》〈端午の節句〉〈立夏〉
【古紙類】

【古紙類】
三峰逹主演公演千穐楽（康楽館）

中央地区川とまちをきれいにする運動 （郷土館・図書館・中小路の館休館日）
（康楽館休演日）

小坂高校振替休業日
自立相談支援事業巡回日（ゆーとりあ）
（郷土館・図書館・中小路の館休館日）

夢ノ丞主演公演初日（康楽館～７月５日）
心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

つどい倶楽部（はいから倶楽部）
心配ごと相談日（だんらん）
【可燃ごみ】

小坂小・中学校ゆとりの日
暮らしの相談室（ほっとりあ）
【びん・缶等資源類】

小坂小・中学校ゆとりの日
小坂マリア園ゆーとりあにこにこ訪問
【びん・缶等資源類】

幼児健診（ゆーとりあ）

【可燃ごみ】

【可燃ごみ】
小坂小・中学校合同大運動会
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

おはなしランプ（図書館）
十和田ふるさとセンターオープン（～11月４日）
【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

《昭和の日》
小坂高校体育祭

《振替休日》

（康楽館休演日）

小坂小・中学校振替休業日

行政相談日（小坂町役場）
かようカフェ（はいから倶楽部）
【可燃ごみ】

大湯リハビリ病院
☎37-3511

なかのクリニック
☎22-7335

なかのクリニック
☎22-7335

三ヶ田医院
☎31-1231
小坂町診療所
☎29-5500
長 橋 医 院
☎23-7612
大湯リハビリ病院
☎37-3511
大 里 医 院
☎22-1251
なかのクリニック
☎22-7335
小坂町診療所
☎29-5500

本 田 医 院
☎35-3002
笹村整形外科
☎30-0035
福 永 医 院
☎35-3117

本 田 医 院
☎35-3002
笹村整形外科
☎30-0035

大湯リハビリ病院
☎37-3511

いけがみクリニック
☎30-0111

鹿角中央病院
☎23-4131

鹿角中央病院
☎23-4131

鹿角中央病院
☎23-4131
いけがみクリニック
☎30-0111
本 田 医 院
☎35-3002
小坂町診療所
☎29-5500
かづの厚生病院
☎23-2111

長 橋 医 院
☎23-7612
大 里 医 院
☎22-1251

笹村整形外科
☎30-0035

かづの厚生病院
☎23-2111
大湯リハビリ病院
☎37-3511
長 橋 医 院
☎23-7612

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。
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※土日祝日及び夜間は総務管財班（℡２９－３９０１）へ　※庁舎電話番号は年１回掲載です。

小坂町役場庁舎等の電話番号
〈役場本庁〉
総務課
　総務管財班（総務） ２９－３９０１
　　　　　　（管財） ２９－３９２３
　企画財政班（企画） ２９－３９０７
　　　　　　（財政） ２９－３９０３
町民課
　町民福祉班 ２９－３９２５
　　（戸籍） ２９－３９０６
　保健センター ２９－３９２６
　地域包括支援センター ２９－２９５０
　生活環境班 ２９－３９２８
　税務班 ２９－３９０４
観光産業課
　観光商工班 ２９－３９０８
　農林班 ２９－３９１２
建設課
　建設班 ２９－３９１０
　水道班 ２９－３９１１
出納室 ２９－３９０２
農業委員会 ２９－３９１３
選挙管理委員会 ２９－３９０１
議会事務局 ２９－３９１４
監査委員会 ２９－３９１４
町史編さん室 ２９－４１３３

〈出張所〉
十和田出張所 0176－75－2351

〈セパーム〉
教育委員会事務局
　総務班 ２９－２３４２
　学習振興班・小坂公民館 ２９－２０６９

〈ほっとりあ〉
七滝支所 ２９－２２１９
七滝公民館 ２９－３４１１
七滝保育所 ２９－２０５２

〈その他施設〉
歯科診療所 ２９－５２５４
あかしや荘 ２９－２４３４
ゆーとりあ ２９－３２２１
川上公民館 ２９－２３４４
郷土館 ２９－４７２６
図書館 ２９－２２０７
向陽体育館 ２９－４４４６
屋内温水プール ２９－５３６２
みんなの運動公園 080－8206－5331※期間中のみ
小坂中学校 ２９－３２３２
小坂小学校 ２９－２４２２
康楽館 ２９－３７３２
小坂鉱山事務所 ２９－５５２２
孫左衞門 ２９－３７７７
小坂鉄道レールパーク ２５－８８９０

ライファかづの
（大館桂工業株式会社 一級建築士事務所）

住宅リフォームのベストパートナー

TEL（0186）25-2055
小坂出張所
TEL（0186）29-3421 http://lifa-kazuno.com

お気軽にご相談ください。

こんなお困りごとありませんか？

壁面にこんな状態が発見されたらリフォームのサイン！

古い見た目を
キレイにしたい

外壁のヒビが
気になる

皮膜がはがれ
汚れてきた

After

築10年以上の
住宅に
お住まいの
皆様

外壁リフォームで
まるで新築のように
　　　　　大変身！
デザイン性も高く、塗装にはない
　　　　　メリットがたくさん！

デザイン豊富で
塗装にできない
外壁デザインが
選べます
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